
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｂ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

（ＡＢ組：田鹿　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚や態
度を養う。

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　現代の国語（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ
と」の各領域において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむこ
とで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもとうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

単元「『生きもの』として生きる」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わるように、
根拠の示し方を工夫する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・文章構成について理解を深めている。
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文章
の内容や構成、論理の展開の仕方などを積極
的に捉えようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○ ○

○ 6

単元「羅生門」
【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢
字を書き、日常生活の中で使用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方や捉え方について述べた
文章を読み、自分の意見や考えを論
述する。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の提案する人間の生き方につい
て、文章構成をもとに把握し、自分
に照らして考えを深める。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。 ○

・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに、語句
や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方な
どを理解し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿ってまとめようとしている。

○ ○ ○ 8

1

単元「水の東西」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章に含まれている情報を相互に関
係づけながら、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。
・情報と情報を対比させながら展開する評論
を粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展
開を分析しようとしている。

○

○ 6

単元「話し方の工夫」
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手・目的・場面に応じた言葉遣い
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手により伝わりやすい表現方法を
理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
＜思考・判断・表現＞
・話すこと聞くこと

・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し使っている。
・「話すこと・聞くこと」において、目的や
場に応じて、様々な観点から情報を収集、整
理して、伝え合う内容を検討している。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしてい
る。

4

○ ○ 4

単元「砂に埋もれたル・コルビュジ
エ」
【知識及び技能】
父との過去の会話を重層的に描いた
構成を把握し、一冊の本にまつわる
三人の人間の思いを読み取るなどし
て、自分の意見や考えを論述する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるように、
根拠の示し方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
文章に含まれている情報を相互に関
係づけながら、内容を解釈する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。

○

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解している。
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文章
の内容や構成、論理の展開の仕方などを積極
的に捉えようとしている。 ○

1
定期考査



○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

２
学
期

単元「無彩の色」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
ネズミ色のイメージをマイナスから
プラスに転じる論展開と、筆者が論
拠としてあげる事例を把握する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・主張と論拠など情報と情報との関係につい
て理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。
・例示された個別の情報を具体的に検証し、
筆者の考えとの関係を説明しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

単元「夢十夜」
【知識及び技能】
比喩や言い換えなどの修辞を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「夢」という非日常性を持った世界
において、「自分」は何を判断の根
拠としているかを読み解くなどし
て、自分の意見や考えを論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
うに、根拠の示し方や説明の仕方を
工夫する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解している。
・「書くこと」において、読み手の理解が得
られるよう、情報の分量や重要度などを考え
て、文章の構成や展開を工夫している。
・自分の意見や考えを論述するために、文章
の内容や構成、論理の展開の仕方などを積極
的に捉えようとしている。 6

○ ○ 1

単元「現代の『世論操作』」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報操作の具体例を通して筆者が提
起する課題を理解し、メディア社会
に生きる者として問題意識を持つ。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握し
ている。
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、
学習課題に沿ってまとめようとしている。

4

定期考査

○ ○ ○ 4

単元「スピーチで自分を伝える」
【知識及び技能】
自分の意見を大勢の聞き手にわかり
やすく伝えるスピーチの方法を理解
し、実践する。
【思考力、判断力、表現力等】
相手・目的・場面に応じた言葉遣い
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手により伝わりやすい表現方法を
理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
＜思考・判断・表現＞
・話すこと聞くこと

・話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と
親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについ
て理解を深め使っている。
・「話すこと・聞くこと」において、目的や
場に応じて、実社会の中から適切な話題を決
め、様々な観点から情報を収集、整理して、
伝え合う内容を検討している。
・進んで材料を集めたり吟味したりし、今ま
での学習を生かしてスピーチを行おうとして
いる。

4

単元「鏡」
【知識及び技能】
比喩や言い換えなどの修辞を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
恐怖体験の一つとして語られる、幽
霊でも超常現象でもない、人の内面
に潜む恐怖とは何かを読み解くなど
して、自分の意見や考えを論述す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。 ○

・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文章
の内容や構成、論理の展開の仕方などを積極
的に捉えようとしている。

○ ○ 1
定期考査



○ ○ ○ ○
３
学
期

単元「不均等な時間」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
具体的事例から一般論への展開と、
対比の構造とを手がかりとして、近
代化と時間の合理性との関係を理解
する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解している。
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握して
いる。
・対比による推論を叙述を基に理解し、学習
課題に従って要旨をまとめようとしている。 ○ ○ ○ 5

単元「城の崎にて」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
三つの小動物の死と関連して心境が
語られる構成を読み取り、作中に示
された死生観について考えを深める
などして、自分の意見や考えを論述
する。
【学びに向かう力、人間性等】
主張と論拠、個別と一般化など、情
報と情報との関係を理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。

・主張と論拠など情報と情報との関係につい
て理解している。
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文章
の内容や構成、論理の展開の仕方などを積極
的に捉えようとしている。

合計

70

○ ○ ○ 4

6

定期考査

単元「理想の修学旅行をプレゼンす
る」
【知識及び技能】
自分の意見を大勢の聞き手にわかり
やすく伝えるスピーチの方法を理解
し、実践する。
【思考力、判断力、表現力等】
相手・目的・場面に応じた言葉遣い
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手により伝わりやすい表現方法を
理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
＜思考・判断・表現＞
・話すこと聞くこと

○

・話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と
親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについ
て理解を深め使っている。
・「話すこと・聞くこと」において、目的や
場に応じて、実社会の中から適切な話題を決
め、様々な観点から情報を収集、整理して、
伝え合う内容を検討している。
・今までの学習を生かして相手・目的・場面
を考慮し、積極的にプレゼンテーションを行
おうとしている。

○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

国語 言語文化
国語 言語文化 2

（　AB組：竹内 田鹿 須賀　）

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚や態度を養う。

言語文化
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　言語文化（第一学習社）

国語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国
の言語文化に対する理解を深めることができる
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との
関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を
向上させ，我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

単元 「児のそら寝」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、主として歴史的仮名遣いや古今
異義語について、文語のきまりを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の文章に慣れるとともに、現
代に通じる話のおもしろさや人間描
写の巧みさを知る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み味わい、互いに
話のおもしろさを伝え合おうとして
いる。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおも
しろさを伝え合おうとしている。 ○ ○

定期考査
○ ○

単元『伊勢物語』「芥川」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。また「歴史の窓」と「筒井
筒」の課題を踏まえて、作品の歴史
的・文化的背景を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
話の中で和歌が果たしている役割を
押さえ、歌物語の特徴と読み解き方
を、歌物語では感動の中心が歌にあ
ることを理解し、内容や展開を的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語に積極的に親しみ、学習課題
に沿って和歌の果たす意味を捉えよ
うとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおも
しろさを伝え合おうとしている。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの見
方や考え方を捉え、内容を解釈している。
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って
和歌の果たす意味を捉えようとしている。

○

○ 6

単元「絵仏師良秀」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、主として品詞の種類について、
文語のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の文章に慣れるとともに、古文
における人物造形のおもしろさを読
み取る。また説話から良秀の特異な
言動を読み取り、内容や展開を的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み、叙述に基づい
て人物造形のおもしろさを捉えよう
としている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み、叙述に基づいて人物造
形のおもしろさを捉えようとしている。

○ ○ ○ 8

1

単元「なよ竹のかぐや姫」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、古語辞典の引き方に慣れ、主と
して活用について、文語のきまりを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の世界観に慣れるととも
に、千年以上前に作られた物語が現
代まで継承されていることを知る。
また伝奇的作り物語という文章の種
類を踏まえて、内容や展開を的確に
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
初期仮名物語に積極的に親しみ、学
習課題に沿って伝奇性や心情描写の
特色を捉えようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している
・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って伝奇性や心情描写の特色を捉えようとし
ている。

○ ○ ○ 8

○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1



〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 6

単元 『土佐日記』「門出」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、主として助詞について文語のき
まりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国最初の日記文学を読んで、記
録としての日記とは異なる表現方法
と随筆意図を読み解く。
また女性に仮託して書かれた日記と
いう文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもって虚構性の高い
日記を読み、執筆意図などについて
積極的に批評したり討論したりしよ
うとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている
・日記という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
・学習の見通しをもって虚構性の高い日記を読
み、執筆意図などについて積極的に批評したり
討論したりしようとしている。

〇 〇 〇 6

単元 『枕草子』
【知識及び技能】
作品の歴史的・文化的背景を理解
し、主として助動詞について、文語
のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自由に記述された随筆を読んで、
当時の人々の生活感覚や興味の対象
を知り、ものの見方・考え方を理解
する。また自由な文体の随筆という
文章の種類を踏まえて、内容や展開
を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもって随筆のさまざ
まな文体や取り上げられた対象に触
れ、進んで解釈を深めようとしてい
る。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
・随筆という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している
・学習の見通しをもって随筆のさまざまな文体
や取り上げられた対象に触れ、進んで解釈を深
めようとしている 〇 〇

5

定期考査

〇 〇 1

単元 漢文の学習　訓読に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、返り点の種類と使い方を習得
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、助字のはたらきと意味を習得
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、再読文字の種類と読み方を習
得する。
【学びに向かう力、人間性等】
れからの学習に見通しをもって、漢
文訓読の基礎知識を積極的に身につ
けようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り
点の種類と使い方、助字のはたらきと意味、再
読文字の種類と読み方を習得している。
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓読
の基礎知識を積極的に身につけようとしている

4

定期考査

単元 『故事成語』「蛇足」
【知識及び技能】
作品の歴史的・文化的背景を理解す
る
また故事成語の由来となった話を読
み、古典の言葉と現代の言葉とのつ
ながりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、たとえ話を
読み解き、内容や展開を的確に捉え
る。
作品に表れているものの見方や考え
方を捉え、内容を解釈する
【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の由来となった話を積極的
に読み、わかった内容を工夫してま
とめようとしている

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われて
いる言葉が漢文に由来することを理解している
・故事成語の由来となった話を積極的に読み、
わかった内容を工夫してまとめようとしてい
る。

２
学
期

〇 〇 1



３
学
期

単元 『徒然草』「ある人、弓を射
ることを習ふに」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにし
作品の歴史的・文化的背景を理解す
る。
また主として敬語について文語のき
まりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
『枕草子』とは異なる思索的な随筆
を読んで、作者の批判的精神が提示
する事柄を具体的に読み解く。
さまざまな文体を駆使した随筆とい
う文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
随筆の内容・構成などを粘り強く把
握し、学習課題に沿って説明しよう
としている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

定期考査

6

単元 『平家物語』「木曽の最後」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、「古典のしるべ」と読み合わせ
て、歴史的な文体の変化について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
合戦を主題とした文学作品を読み、
争いを背景として生まれた思想や人
間のありようを知る。
また軍記物語という文章の種類を踏
まえて、内容や展開を的確に捉え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れている無常観を粘り強く
読み取り、自分の考えを広げたり深
めたりしようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
・『枕草子』とは異なる思索的な随筆を読ん
で、作者の批評的精神が提示する事柄を具体的
に読み解いている。
・本文中に表れた作者の批評・教訓・感動など
を積極的に読み取り、考えたことを伝え合おう
としている。

〇 〇 〇

70

〇 〇 1

合計

・典を読むために必要な文語のきまりや古典特
有の表現、時間の経過などによる言葉の変化に

ついて理解を深めている
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているものの

見方や考え方を捉え、内容を解釈している
・作品に表れている無常観を粘り強く読み取
り、自分の考えを広げたり深めたりしようとし

ている。 〇 〇 〇 8



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科の目標：

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

発展：西山　、　標準：大井　、　基礎：久保

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し、それらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅰ　Standard　　東京書籍

数学Ⅰ　WRITE

【知識、技能等】 基本的な概念・原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を身に着けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】 事象を数学的に考察し表現する能力を高め、創造性の基礎を養う。

数と式、図形と計量、2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身につ
けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみた
り目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構
成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、
事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを
相互に関連付けて考察する力、社会の事象などから
設定した問題について、データの散らばりや変量間
の関係などに着目し、適切な手法を選択して分析を
行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

1章　数と式
【知識及び技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解する
とともに、簡単な無理数の計算をするこ
とができるようにする。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切
に用いて計算をするようにする。
・不等式の解の意味や不等式の性質につ
いて理解するとともに、1次不等式の解を
求めることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題を解決する際に、既に学習した計
算の方法関連付けて、式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変形したりする
力を養う。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を
基に1次不等式を解く方法を考察すること
ができるようにする。
・日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え、1次不等式を問題解決に活用する
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数と式の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用
しようとしたり、粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりする態度
を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態度を養
う。

・指導事項
1節　式の計算
１　展開
２　因数分解
2節　実数
１　実数
２　根号を含む式の計算
3節　1次不等式
１　不等式と1次不等式
２　不等式の応用

・教材
教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するととも
に、簡単な無理数の計算をすることができる。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用い
て計算をすることができる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について理
解するとともに、1次不等式の解を求めることが
できる。

【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に、既に学習した計算の方
法関連付けて、式を多面的に捉えたり目的に応
じて適切に変形したりすることができる。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を基に1
次不等式を解く方法を考察することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、1次不等式を問題解決に活用することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 23

定期考査

14

2章　集合と論証
【知識及び技能】
・集合と命題に関する基本的な概念
を理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・集合の考えを用いて命題を論理的
に考察し、簡単な命題の証明をする
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を集合と論証の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとする創造性の基礎を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

・指導事項
1節　集合
１　集合
2節　命題と論証
１　命題と条件
２　論証

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解して
いる。

【思考・判断・表現】
・集合の考えを用いて命題を論理的に考察し、
簡単な命題の証明をすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を集合と論証の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようと
したり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○



○ ○ 1

1
学
期

3章　2次関数
【知識及び技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴
について理解できるようにする。
・2次関数の最大値や最小値を求める
ことができるようにする。
・2次方程式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解することがで
きるようにする。
・2次不等式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解し、2次関数の
グラフを用いて2次不等式の解を求め
られるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の式とグラフとの関係のつ
いて、コンピュータなどの情報機器
を用いてグラフをかくなどして多面
的に考察することができるようにす
る。
・２つの数量の関係に着目し、日常
の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、問題を解決したり、解決の過
程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりす
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を2次関数の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれ
らを活用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりする創造性の基礎を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うする態度を養う。

・指導事項
1節　2次関数とそのグラフ
１　2次関数
２　2次関数の最大・最小
３　2次関数の決定

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について
理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることがで
きる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係に
ついて理解している。

【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係のついて、コ
ンピュータなどの情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察することができる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象や社
会の事象などを数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 13

定期考査

２
学
期

3章　2次関数
1学期のものと同じ

2節　2次方程式と2次不等式
１　2次関数のグラフとx軸の共有点
２　2次関数のグラフとx軸の共有点
の個数
３　2次不等式

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について
理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることがで
きる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係に
ついて理解している。

【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係のついて、コ
ンピュータなどの情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察することができる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象や社
会の事象などを数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○ 1



○ 23

定期考査

合計

110

○ 16

定期考査

2
学
期

4章　図形と計量
【知識及び技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解できるようにする。

・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解でき
るようにする。
・正弦定理や余弦定理について三角
形の決定条件や三平方の定理を関連
付けて理できるようにする。
・正弦定理や余弦定理などを用いて
三角形の辺の長さや角の大きさなど
を求めることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現し、定理や公式として
導くことができるようにする。
・図形の構成要素間の関係に着目
し、日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察
したりすることできるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を図形と計量の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

1節　鋭角の三角比
１　直角三角形と三角比
２　三角比の相互関係
2節　三角比の拡張
１　三角比と座標
２　三角比の性質
3節　三角形への応用
１正弦定理・余弦定理・面積の公式
２　空間図形の計量

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理解
している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解してい
る。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値
を求める方法を理解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定条
件や三平方の定理を関連付けて理解している。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形の辺
の長さや角の大きさなどを求めることができ
る。

【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表
現し、定理や公式として導くことができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し、日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉え、問題を解
決したり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりする
ことできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようと
したり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○

３
学
期

5章　データの分析
【知識及び技能】
・分散、標準偏差、散布図及び相関
係数の意味やその用い方を理解でき
るようにする。
・コンピュータなどの情報機器を用
いるなどして、データを表やグラフ
に整理したり、分散や標準偏差など
の基本的な統計量を求めたりするこ
とができるようにする。
・具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察することができ
るようにする。
・目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し、適切な統計量やグラフ、
手法hなどを選択して分析を行い、
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現することができるようにす
る。
・不確実な事象の起こりやすさに着
目し、首長の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的に
考察したりすることができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象をデータの分析の考えを用い
て考察するよさを認識し、問題解決
にそれらを活用しようとしたり、粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりする創造性の基礎を
養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

1節　データの分析
１　データの散らばり
２　データの相関
2節　データの分析の応用
１　データの分析を利用した問題解
決
3節　仮説検定の考え方
１　仮説検定の考え方

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・分散、標準偏差、散布図及び相関係数の意味
やその用い方を理解している。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなどし
て、データを表やグラフに整理したり、分散や
標準偏差などの基本的な統計量を求めたりする
ことができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方を理
解している。

【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化する方
法を考察することができる。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集し、
適切な統計量やグラフ、手法hなどを選択して
分析を行い、データの傾向を把握して事象の特
徴を表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し、首長
の妥当性について、実験などを通して判断した
り、批判的に考察したりすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○

○ ○ 1

○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

○ ○ 1

○ 20

B 単元
第２章（Lesson3, SDGs01,
Lesson4)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用でき
る知識・技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働き
や役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情報
や考えなどを外国語で的確に理解し
たり適切に伝え合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外国
語で聞いたり，読んだりしたことを
活用して自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現できる。

・指導事項
1) 世界の制服事情

2) 世界の真実QUIZ

3) 屋久島エコツアーを体験

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

○ ○ 1

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割
などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場所・
目的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読ん
だりしたことを活用して自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようと
している。

○ ○

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割
などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場所・
目的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読ん
だりしたことを活用して自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようと
している。

○ ○ ○ 20

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

A 単元
第１章（Preparatory Lesson、
Lesson1, Lesson2)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用でき
る知識・技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働き
や役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情報
や考えなどを外国語で的確に理解し
たり適切に伝え合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外国
語で聞いたり，読んだりしたことを
活用して自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現できる。

・指導事項
1)〈自己紹介〉
自己紹介をペアやグループで行う。
2) 新生活での新たな目標の見つけ
方
3) はるかなるカレーの旅

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

定期考査

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割など
を理解している。

場所・目的・状況などに応じて，日常的・社会
的な話題について，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合ったりしてい
る。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読んだりし
たことを活用して自分の意見や考えなどを話した
り書いたりして表現しようとしている。

LANDMARK Fit English Communication Ⅰ（啓林館）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

（発展：横戸） （標準：木原） （基礎：河澄） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3



105

定期考査

２
学
期

○ ○

○ ○ ○３
学
期

E 単元
第５章（SDGs03, Optional Lesson
1, 2)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用でき
る知識・技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働き
や役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情報
や考えなどを外国語で的確に理解し
たり適切に伝え合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外国
語で聞いたり，読んだりしたことを
活用して自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現できる。

・指導事項
1)What You Can Do with SDGs

2) エレベーターで宇宙へ？

3) トルコ軍艦エルトゥールル号の
恩返し

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割
などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場所・
目的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読ん
だりしたことを活用して自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようと
している。

○ ○

1○ ○

20

1

20

D 単元
第４章（SDGs02, Lesson7,
Lesson8)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用でき
る知識・技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働き
や役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情報
や考えなどを外国語で的確に理解し
たり適切に伝え合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外国
語で聞いたり，読んだりしたことを
活用して自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現できる。

・指導事項
1)SDGs Goals to Achieve

2) バナが世界に向けて発信した
メッセージとは

3) 社会起業家の思いと挑戦

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割
などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場所・
目的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読ん
だりしたことを活用して自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようと
している。

○

定期考査

20

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割
などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場所・
目的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読ん
だりしたことを活用して自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようと
している。

○ ○ ○

C 単元
第３章（Lesson5, Lesson6,
Supplementary Lesson)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用でき
る知識・技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働き
や役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情報
や考えなどを外国語で的確に理解し
たり適切に伝え合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外国
語で聞いたり，読んだりしたことを
活用して自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現できる。

・指導事項
1) 病院で働くファシリティードッ
グ，ベイリーについて

2) 世界の国々の言葉を用いないコ
ミュニケーション

3) パラグラフを書いてみよう！

・教材
教科書

〇 〇 〇

○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ 13

B 単元
第２章（Lesson4-Lesson6)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニ
ケーションを行う場面、状況などに
応じて活用できる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の背
景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話し
たり書こうとしている。

・指導事項
can/may/must/have to
would/could/may/〈should have+過
去分詞〉/〈must have+過去分詞〉
〈be動詞+過去分詞〉/be made of
〜/be interested in 〜/be
pleased

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇

○ ○ 1
定期考査

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきまり
を理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して話
したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、主体的、自律的
に英語を用いて話したり書こうとしてい
る。

○ ○

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきまり
を理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して話
したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、主体的、自律的
に英語を用いて話したり書こうとしてい
る。

○ ○ ○ 13

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

A 単元
第１章（はじめに、Lesson1-
Lesson3)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニ
ケーションを行う場面、状況などに
応じて活用できる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の背
景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話し
たり書こうとしている。

・指導事項
英文の基本構造〈S∔V...〉/各品詞
〈S+V+C〉/〈S+V+O〉/〈S+V+O+O〉/
〈S+V+O+C〉
過去形/現在進行形/will/be going
to do/(未来を表す)現在進行形

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK） 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

定期考査

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

話すこと〔やり取り〕、話すこと〔発表〕、書
くことの三つの領域について、英語の特徴やき
まりを理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能を身
に付けている。

話すこと〔やり取り〕、話すこと〔発表〕、書
くことの三つの領域について、論理性に注意し
て話したり書いたりして伝えている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話したり書こう
としている。

EARTHRISE English Logic and Expression I Standard　（数研出版）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

（発展：河澄） （標準：横戸） （基礎：大橋） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2



70

定期考査

２
学
期

○ ○

○ ○ ○３
学
期

E 単元
第５章（Lesson13-Lesson15)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニ
ケーションを行う場面、状況などに
応じて活用できる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の背
景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話し
たり書こうとしている。

・指導事項
関係副詞（when/how/where）/関係
副詞の継続用法
〈as 〜 as ...〉/〈not as 〜 as
...〉/比較級/最上級
仮定法過去/I wish∔仮定法過去/仮
定法過去完了

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきまり
を理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して話
したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、主体的、自律的
に英語を用いて話したり書こうとしてい
る。

○ ○

1○ ○

13

1

13

D 単元
第４章（Lesson10-Lesson12)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニ
ケーションを行う場面、状況などに
応じて活用できる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の背
景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話し
たり書こうとしている。

・指導事項
分詞（限定用法/叙述用法）
/excitedとexciting
〈see∔O(人)∔doing〉/〈have∔O(物)
∔done〉/分詞構文
関係代名詞（who/which/that）/関
係代名詞の継続用法

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきまり
を理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して話
したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、主体的、自律的
に英語を用いて話したり書こうとしてい
る。

○

定期考査

13

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきまり
を理解すると共にコミュニケーションを行
う場面、状況などに応じて活用できる技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して話
したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、主体的、自律的
に英語を用いて話したり書こうとしてい
る。

○ ○ ○

C 単元
第３章（Lesson7-Lesson9)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニ
ケーションを行う場面、状況などに
応じて活用できる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の背
景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話し
たり書こうとしている。

・指導事項
不定詞の名詞的用法/形容詞的用法/
副詞的用法/
It is ... to do 〜
〈want∔O(人)∔to do〉/〈see∔O(人)
∔do〉/〈let∔O(人)∔do〉/〈make∔
O(人)∔do〉
動名詞（主語になるもの/目的語に
なるもの/前置詞の目的語になるも
の）/動名詞の否定形

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇

○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組 ～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1
1学期期末考査

○ ○

1学期中間考査

○ ○

・指導事項
1節　生体とATP
　A：生命活動とエネルギー
　B：ATPの構造
　C：代謝
2節　酵素のはたらき
　実習3：酵素のはたらき
　A：酵素
3節　呼吸と光合成
　A:呼吸
　B：光合成
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・生物とエネルギーに関する資料に基づい
て、生命活動にエネルギーが必要であること
を理解している。
・光合成と呼吸などの代謝とATPを関連付けて
理解している。
・生物の多様性と共通性を科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生物とエネルギーについて、観察、実験な
どを通して探究し、多様な生物がもつ共通の
特徴を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・生物とエネルギーに関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

1編1章　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
　様々な生物の比較に基づいて、生
物は多様でありながら共通性をもっ
ていることを見いだして理解できる
ようにする。また、生物の共通性と
起源の共有を関連付けて理解できる
ようにするとともに、生物の多様性
と共通性を科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する技能
を身に付けることができるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について、観察、実験
などを通して探究し、多様な生物が
もつ共通の特徴を見いだして表現で
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の共通性と多様性に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

・指導事項
1節　生物の多様性
　実習1：脊椎動物の特徴の比較
　A：生物の世界の見方
　B：進化の証拠
2節　生物の共通性
　実習2：さまざまな生物の顕微鏡
観察とDNAの抽出
　A：生物の特徴
3節　細胞の特徴
　A：真核細胞の構造
　B：原核細胞の構造
　C：細胞の共通性と多様性
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・様々な生物の比較に基づいて、生物は多様
でありながら共通性をもっていることを見い
だして理解している。
・生物の共通性と起源の共有を関連付けて理
解している。
・生物の多様性と共通性を科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
・生物の特徴について、観察、実験などを通
して探究し、多様な生物がもつ共通の特徴を
見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の共通性と多様性に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

1編2章　生物とエネルギー
【知識及び技能】
　生物とエネルギーに関する資料に
基づいて、生命活動にエネルギーが
必要であることを理解できるように
する。また、光合成と呼吸などの代
謝とATPを関連付けて理解できるよ
うにするとともに、生物の多様性と
共通性を科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する技能を
身に付けることができるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物とエネルギーについて、観
察、実験などを通して探究し、多様
な生物がもつ共通の特徴を見いだし
て表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物とエネルギーに関する事物・
現象に進んで関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとする態度を養う。

1

2編1章　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
　DNAの構造に関する資料に基づい
て、遺伝情報を担う物質としての
DNAの特徴を見いだして理解できる
ようにするとともに、塩基の相補性
とDNAの複製を関連付けて理解でき
るようにする。また、遺伝情報と
DNAについて科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けることができるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とDNAについて、観察、実
験などを通して探究し、DNAの特徴
や、塩基の相補性とDNAの複製の関
係を見いだして表現することができ
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とDNAに関する事物・現
象に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとする態度を養う。

・指導事項
1節　遺伝情報とDNA
　A：遺伝情報と形質
　B：DNAと染色体
　C：ゲノム
2節　DNAの構造
　実習4：DNA模型の作製
　A：塩基の相補性
　B：DNAの構造
　C：塩基の並び方
3節　DNAの複製と分配
　実習5：DNAが2倍になるしくみ
　A:DNAが複製されるしくみ
　B：細胞分裂とDNA
章末問題

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・DNAの構造に関する資料に基づいて、遺伝情
報を担う物質としてのDNAの特徴を見いだして
理解している。
・塩基の相補性とDNAの複製を関連付けて理解
している。
・遺伝情報とDNAについて科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とDNAについて、観察、実験などを通
して探究し、DNAの特徴や、塩基の相補性と
DNAの複製の関係を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 10

　日常生活や社会との関連を図りながら、生物
や生物現象について理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本的な技能を身に付けるようにする。

　観察、実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

　生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　A、B　組：　田中　遼　）

新編　生物基礎　［東京書籍］

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎



6

4編1章　植生と遷移
【知識及び技能】
　植生の遷移に関する資料に基づい
て、遷移の要因を見いだして理解す
ることができるようにする。また、
植生の遷移をバイオームと関連付け
て理解することができるようにする
とともに、植生と遷移について科学
的に探究するために必要な観察、実
験などに関する技能を身に付けるこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　植生と遷移について、観察、実験
などを通して探究し、生態系におけ
る生物の多様性及び生物と環境との
関係性を見いだして表現することが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　植生と遷移に関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究
しようとする態度を養う。

・指導事項
1節　身のまわりの植生
　実習10　身近な植生と環境の観
察
　A：環境形成作用
　B：階層構造
　C：土壌
2節　植生の遷移
　実習11　植生の遷移の要因
　A:遷移と環境
　B：ギャップ更新と光合成
3節　遷移とバイオーム
　実習12　森林・草原・砂漠と遷
移の関係
　A：遷移とバイオーム
　B：日本のバイオーム
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・植生の遷移に関する資料に基づいて、遷移
の要因を見いだして理解している。
・植生の遷移をバイオームと関連付けて理解
している。
・植生と遷移について科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・植生と遷移について、観察、実験などを通
して探究し、生態系における生物の多様性及
び生物と環境との関係性を見いだして表現し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・植生と遷移に関するに関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○

1
2学期期末考査

○ ○

1

２
学
期

2編2章　遺伝情報とタンパク質の合
成
【知識及び技能】
遺伝情報の発現に関する資料に基づ
いて、DNAの塩基配列とタンパク質
のアミノ酸配列との関係を見いだし
て理解できるようにするとともに、
遺伝情報とタンパク質の合成につい
て科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付ける
ことができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とタンパク質の合成につい
て、観察、実験などを通して探究
し、DNAの特徴や、塩基の相補性と
DNAの複製の関係を見いだして表現
することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とタンパク質の合成に関
する事物・現象に進んで関わり、見
通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態度
を養う。

・指導事項
1節　タンパク質
　A：タンパク質とアミノ酸
　B：生命活動とタンパク質
2節　タンパク質と遺伝情報
　実習6：アミノ酸とDNAの対応
　A：DNAからタンパク質へ
　B：RNAとDNAの違い
　C：転写と翻訳
　D：遺伝暗号表
3節　細胞の分化と遺伝子
　A：細胞の分化
　B：遺伝子の発現
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・遺伝情報の発現に関する資料に基づいて、
DNAの塩基配列とタンパク質のアミノ酸配列と
の関係を見いだして理解している。
・遺伝情報とタンパク質の合成について科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
・遺伝情報とタンパク質の合成について、観
察、実験などを通して探究し、DNAの特徴や、
塩基の相補性とDNAの複製の関係を見いだして
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報とタンパク質の合成に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○ 12

2学期中間考査

6

4編2章　生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
　生態系と生物の多様性に関する観
察、実験などを行い、生態系におけ
る生物の種多様性、生態系のバラン
スと人為的攪乱の関連性について理
解することができるようにするとと
もに、生態系と生物の多様性につい
て科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する技能を身に付
けることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　生態系と生物の多様性について、
観察、実験などを通して探究し、生
態系における、生物の多様性及び生
物と環境との関係性を見いだして表
現することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態系と生物の多様性に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとするこ態度を養
う。

・指導事項
1節　生態系における生物の多様性
　実習13：地表を歩きまわる生物
の観察
　A：食物網と生態ピラミッド
　B：生物の多様性と環境
2節　生態系における生物間の関係
　実習14：生態系から特定の生物
を除去したときの影響
　A：生物間の関係性
　B：生物種の絶滅
3節　生態系と人為的攪乱
　実習15：生活排水の流入による
河川への影響
　A：人為的攪乱
　B：生態系のバランス
4節　生態系の保全
　実習16：高速道路の建設に伴う
環境アセスメント
　A：環境アセスメント
　B：生態系サービス
　C：外来生物が生態系に与える影
響
　D：ヒトの生態系の共存
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・生態系と生物の多様性に関する観察、実験
などを行い、生態系における生物の種多様
性、生態系のバランスと人為的攪乱の関連性
について理解している。
・生態系と生物の多様性について科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生態系と生物の多様性について、観察、実
験などを通して探究し、生態系における、生
物の多様性及び生物と環境との関係性を見い
だして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態系と生物の多様性に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○



合計

70

1

結章　生物基礎と私たち
【学びに向かう力、人間性等】
　活動を通して、「生物基礎」を通
して学習した内容を、日常生活や社
会、自分の体で起こっている生命活
動などに結び付けることで、新たな
知識を得たり、自分の考えを表現し
たり、他者に伝えたり学びを深めた
りしようとする態度を養う。

・指導事項
A：生物の特徴と私たち
B：遺伝子のはたらきと私たち
C：体内環境と私たち
D：生態系と私たち
E：あなたにとっての生物基礎

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【主体的に学習に取り組む態度】
　活動を通して、「生物基礎」を通して学習
した内容を、日常生活や社会、自分の体で起
こっている生命活動などに結び付けること
で、新たな知識を得たり、自分の考えを表現
したり、他者に伝えたり学びを深めたりしよ
うとしている。 〇 4

学年末考査
○ ○

3
学
期

3編1章　ヒトの体を調節するしくみ
【知識及び技能】
　体内環境の維持の仕組みに関する
資料に基づいて、体内環境の維持に
ホルモンや自律神経による情報伝達
が関係することを見いだして理解す
ることができるようにするととも
に、神経系と内分泌系による調節に
ついて科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する技能を身
に付けることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトのからだの調節について、観
察、実験などを通して探究し、神経
系と内分泌系による調節の特徴を見
いだして表現することができるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】
　神経系と内分泌系による調節に関
する事物・現象に進んで関わり、見
通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態度
を養う。

・指導事項
1節　体内環境
　A：体内環境をつくる体液
　B：体内環境を維持するしくみ

2節　神経系による情報伝達
　実習7：運動の前後の体の変化
　A：神経系
　B：自律神経系による調節
　C：脳の構造とはたらき
3節　内分泌系による情報伝達
　A：ホルモンによる調節
　B：ホルモンの分泌量の調節
4節　血糖濃度の調節
　実習8：血糖濃度の調節
　A：血糖濃度を調節するしくみ
　B：糖尿病とは
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・体内環境の維持の仕組みに関する資料に基
づいて、体内環境の維持にホルモンや自律神
経による情報伝達が関係することを見いだし
て理解している。
・神経系と内分泌系による調節について科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節について、観察、実験
などを通して探究し、神経系と内分泌系によ
る調節の特徴を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・神経系と内分泌系による調節に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

〇 〇 〇 7

3編2章　免疫のはたらき
【知識及び技能】
　免疫に関する資料に基づいて、異
物を排除する防御機能が備わってい
ることを見いだして理解することが
できるようにするとともに、免疫に
ついて科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する技能を身
に付けることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトのからだの調節について、観
察、実験などを通して探究し、免疫
の特徴を見いだして表現することが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　免疫に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

・指導事項
1節　免疫のしくみ
　A：体を守るしくみ
　B：自然免疫
　C：適応免疫
　D：血液凝固
2節　免疫の応用
　実習9：体内の抗体の量の変化
　A：記憶細胞と二次応答
　B：免疫グロブリン
　C：予防接種とワクチン
3節　免疫とさまざまな疾患
　A：アレルギー
　B：自己免疫疾患
　C：HIVとAIDS
章末まとめ
・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・免疫に関する資料に基づいて、異物を排除
する防御機能が備わっていることを見いだし
て理解している。
・免疫について科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する技能を身に付けて
いる。
　
【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節について、観察、実験
などを通して探究し、免疫の特徴を見いだし
て表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・免疫に関する事物・現象に進んで関わり、
見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。 〇 〇 〇 6



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第2章
結び付きを深める現代社会

【知識及び技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図
の読図などを基に、方位や時差、日本の位置と
領域、国内や国家間の結び付きなどについて理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲な
どに着目して、主題を設定し、世界的視野から
見た日本の位置、国内や国家間の結び付きなど
を多面的・多角的に考察して表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・現代世界の地域構成に関して、よりよい社会
の実現を視野をもち、そこでみられる課題を主
体的に追究、解決しようとする態度を養う。

・指導事項
第1節；現代世界の国家と領域
第2節：グローバル化する世界

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図など
を基に、方位や時差、日本の位置と領域、国内や国家間の
結び付きなどについて理解できている。

【思考、判断、表現】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目し
て、主題を設定し、世界的視野から見た日本の位置、国内
や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察して表現
できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現代世界の地域構成に関して、よりよい社会の実現を視
野をもち、そこでみられる課題を主体的に追究、解決しよ
うとする態度がみられる。

○ ○ ○

10

定期考査(第2回)
○ ○ 1

第2部;国際理解と国際協力
第1章
生活文化の多様性と国際協力

【知識及び技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図
の読図などを基に、方位や時差、日本の位置と
領域、国内や国家間の結び付きなどについて理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲な
どに着目して、主題を設定し，世界的視野から
見た日本の位置、国内や国家間の結び付きなど
を多面的・多角的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・現代世界の地域構成について、よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
追究・解決しようとする態度を養う。

・指導事項
序説；生活文化の多様性
第1節：世界の地形と人々の生活
第2節；世界の気候と人々の生活
追及事例自然①;乾燥した大陸と太平洋
の島々での生活－オセアニア－
追及事例自然②;モンスーンの影響を受
ける地域での生活－東南アジア－

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図など
を基に、方位や時差、日本の位置と領域、国内や国家間の
結び付きなどについて理解できている。

【思考、判断、表現】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目し
て、主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置、国内
や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察し、表現
できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現代世界の地域構成について、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主体的に追究・解決しようとす
る態度がみられる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第1部;地図でとらえる現代社会
第1章
地図でとらえる現代世界

【知識及び技能】
・日常生活の中でみられるさまざまな地図の読
図などを基に、地図や地理情報システムの役割
や有用性などについて理解する。
・現代世界のさまざまな地理情報について、地
図や地理情報システムなどを用いて、その情報
を収集し、読み取り、まとめる基礎的・基本的
な技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・地図や地理情報システムについて、位置や範
囲、縮尺などに着目して、目的や用途、内容、
適切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察
して表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・地図や地理情報システムについて、よりよい
社会の実現を視野に、そこでみられる課題を主
体的に追究・解決しようとする態度を養う。

・指導事項
１節,地図上の位置と時差
２節,地図の役割と種類

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図などを基
に、地図や地理情報システムの役割や有用性などについて
理解できている。
・現代世界のさまざまな地理情報について、地図や地理情
報システムなどを用いて、その情報を収集し、読み取り、
まとめる基礎的・基本的な技能を身に付けることができて
いる。

【思考・判断・表現】
・地図や地理情報システムについて、位置や範囲、縮尺な
どに着目して、目的や用途、内容、適切な活用の仕方など
を多面的・多角的に考察して表現できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・地図や地理情報システムについて、よりよい社会の実現
を視野に、そこでみられる課題を主体的に追究・解決しよ
うとしる態度がみられる。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査(第1回)
○ ○ 1

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・地理の諸事象に関する、世界の生活文化の多様性
や防災、地域や地球的課題への取り組みを理解す
る。
・地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸
資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べ、まとめている。

・地理に関わる事象の意味や特色と相互の関連を
位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存
関係などに着目して、多面的・多角的に考察す
る。
・地理的課題の解決に向け、考察・構想した内容
を効果的に説明したり、議論したりしている。

・地理に関わる諸事象について、国家及び社会
の形成者として、よりよい社会の実現を視野に
主体的に研究・解決しようとしている。

高等学校　新地理総合（帝国書院）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 世界の生活文化や地球的課題への取り組みを理解し、地図等を利用し、地理に関わる情報を適切にまとめている。

地理に関わる事象の意味や特色、地球的課題に対して考察したり、議論したりしている。

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現に向け、主体的に研究や解決に取り組んでいる。

A・B組：池田明容

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2



定期考査(第4回考査)
〇 〇 1

〇 〇 10

２
学
期

第2章
地球的課題と国際協力
【知識及び技能】
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エ
ネルギー問題、人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に、地球的課題の各地で共通する
傾向性や課題相互の関連性などについて大観し
理解する。
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エ
ネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に、地球的課題の解決には持続可
能な社会の実現を目指した各国の取り組みや国
際協力が必要な点などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エ
ネルギー問題、人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題について、地域の結び付
きや持続可能な社会づくりなどに着目し、主題
を設定し、現状や要因、解決の方向性などを多
面的・多角的に考察して表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・地球的課題と国際協力について，よりよい社
会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究、解決しようとする態度を養う。

・指導事項
第1節；複雑に絡み合う地球的課題
第2節；地球環境問題
第3節；資源・エネルギー問題
第4節；人口問題
第5節；食料問題
第6節；都市・居住問題

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に、地球
的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連性などに
ついて大観し理解できている。
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エネルギー問
題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に、地球
的課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国の
取り組みや国際協力が必要な点などについて理解できてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題及び居住・都市問題などの地球的課題
について、地域の結び付きや持続可能な社会づくりなどに
着目し、主題を設定し、現状や要因、解決の方向性などを
多面的・多角的に考察して表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・地球的課題と国際協力について、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようと
する態度を養うことができる。

〇

〇 12

第2部;国際理解と国際協力
第1章
生活文化の多様性と国際協力

※1学期と同様

・指導事項
追及事例歴史③；国家体制の変化と人々
の生活の関わり－ロシア－
第5節；世界の産業と人々の生活
追及事例産業①；産業力が世界の生活文
化に与える影響－アメリカ合衆国－
追及事例産業②；経済成長による人々の
生活の変化－東アジア－
追及事例③；地域統合が人々の生活や産
業に与える影響－ヨーロッパ－

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図など
を基に、方位や時差、日本の位置と領域、国内や国家間の
結び付きなどについて理解できている。

【思考、判断、表現】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目し
て、主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置、国内
や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察し、表現
できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現代世界の地域構成について、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主体的に追究・解決しようとす
る態度がみられる。

〇 〇 〇 12

第2部;国際理解と国際協力
第1章
生活文化の多様性と国際協力

※1学期と同様

・指導事項
第3節；世界の言語・宗教と人々の生活
追及事例宗教①：イスラームと人々の生
活の関わり－中央アジア・西アジア・北
アフリカ－
追及事例宗教②；ヒンドゥー教と人々の
生活の関わり－インド－
4節；歴史的背景と人々の生活
追及事例歴史①；移民の歴史と人々の生
活の関わり－ラテンアメリカ－
追及事例歴史②；植民地支配の歴史と
人々の生活の関わり－サハラ以南アフリ
カ－

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

【知識・技能】
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図など
を基に、方位や時差、日本の位置と領域、国内や国家間の
結び付きなどについて理解できている。

【思考、判断、表現】
・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目し
て、主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置、国内
や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察し、表現
できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現代世界の地域構成について、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主体的に追究・解決しようとす
る態度がみられる。

〇 〇



３
学
期

第3部；持続可能な地域づくりと私たち
第1章；
自然環境と防災

【知識及び技能】
・日本をはじめ世界で見られる自然災害や生徒
の生活圏で見られる自然災害を基に、地域の自
然環境の特色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに、自然災害の規模や頻度、地域性
を踏まえた備えや対応の重要性などについて理
解する。
・様々な自然災害に対応したハザードマップや
新旧地形図をはじめとする各種の地理情報につ
いて、情報を収集し、読み取り、まとめる地理
的技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・地域性を踏まえた防災について、自然及び社
会的条件との関わり、地域の共通点や差異など
に注目する。
・持続可能な地域づくりなどに着目して、主題
を設定し、自然災害への備えや対応などを多面
的・多角的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　自然環境と防災について、よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究・解決しようとする態度を養う。

・指導事項
第1節；日本の自然環境
第2節；地震・津波と防災
第3節；火山災害と防災
第4節；気象災害と防災
第5節；自然災害への備え

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・日本をはじめ世界で見られる自然災害や生徒の生活圏で
見られる自然災害を基に、地域の自然環境の特色と自然災
害への備えや対応との関わりとともに、自然災害の規模や
頻度、地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて
理解している。
・様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧地形図
をはじめとする各種の地理情報について、情報を収集し、
読み取り、まとめる地理的技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・地域性を踏まえた防災について、自然及び社会的条件と
の関わり、地域の共通点や差異などに注目できている。
・持続可能な地域づくりなどに着目して、主題を設定し、
自然災害への備えや対応などを多面的・多角的に考察し、
表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】
　自然環境と防災について、よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究・解決しようとする態
度が見られる。

〇 〇 〇 8

定期考査(第5回考査)

74

第2章
生活圏の調査と地域の展望
【知識及び技能】
・生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決に
向けた取り組みや探究する手法などについて理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・生活圏の地理的な課題について、生活圏内や
生活圏外との結び付き、地域の成り立ちや変
容、持続可能な地域づくりなどに着目して、主
題を設定し、課題解決に求められる取り組みな
どを多面的・多角的に考察・構想して表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・生活圏の調査と地域の展望について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究・解決しようとする態度を養う。

・指導事項
1節；生活圏の調査と地域の展望

・教材
　教科書
　問題集
　地図帳
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決に向けた取り
組みや探究する手法などについて理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生活圏の地理的な課題について、生活圏内や生活圏外と
の結び付き、地域の成り立ちや変容、持続可能な地域づく
りなどに着目して、主題を設定し、課題解決に求められる
取り組みなどを多面的・多角的に考察・構想して表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・生活圏の調査と地域の展望について、よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究・解決しよ
うとする態度を養うことができる。

〇 〇 〇

〇

8

合計

〇 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者： （　A・B　組：佐藤 岳咨）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査(第1回) ○ ○

1
定期考査(第2回)

○ ○

・指導事項
第1節；西洋近現代の思想
第2節：現代の諸課題と倫理

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・近世,近代,現代の世界の思想家の思想内容を理解出来
ている。
・地球環境問題,資源・エネルギー問題,生命科学や情報
技術の進展などの事象について理解できている。
　
【思考、判断、表現】
・哲学者の思想や生き方から自分自身の生き方を検証
し、公共的な空間を作る主体としての自己の生き方につ
いて考察出来ている。
・公共的な空間における人間としての在り方生き方を考
察するための選択・判断の手掛かりを理解できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・選択,判断の手掛かりとなる考え方を理解し身に付けよ
うとする姿勢がみられる。
・選択,判断の手掛かりとなる考え方を使って、現代の諸
課題について主体的に考察できている。

○ ○ ○ 8

配当
時数

１
学
期

巻頭特集
公共的な空間をつくる私たち

【知識及び技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時
期であると理解する。
・伝統や文化、宗教などを背景にして、
現代の社会が成り立っていると理解す
る。
・古代から近代の日本の思想家の思想内
容が理解する。
・自分たちの生きる社会が、様々な背景
を持つ多様な人々から成り立っていると
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己形成の課題について考察する。
・哲学者の思想や伝統、文化、宗教が自
分自身の生き方に与えている影響に気付
けている。
・自分と異なる価値観に基づく主張を聴
いたり、様々な立場に立って共感的に他
者の思いを受け入れている。

【学びに向かう力、人間性等】
・自らを成長させる人間としての在り方
生き方とはどのようなものか主体的に研
究する。
・哲学者の思想や生き方から自分自身の
生き方を検証し、参考にするべき点はな
いか主体的に研究する。
・自主的に公共的な空間を作り出してい
こうとする自立した主体であるという自
覚した行動をとれる。

・指導事項
1 大人ってどんな人？
2 お互いを理解し尊重するために
3 誰もが生きやすい社会へ

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期であると理解
できている。
・伝統や文化、宗教などを背景にして、現代の社会が成
り立っていると理解できている。
・古代から近代の日本の思想家の思想内容が理解できて
いる。
・自分たちの生きる社会が、様々な背景を持つ多様な
人々から成り立っていると理解できている。

【思考・判断・表現】
・自己形成の課題について考察できている。
・哲学者の思想や伝統、文化、宗教が自分自身の生き方
に与えている影響を理解できている
・自分と異なる価値観に基づく主張を聴いたり、様々な
立場に立って共感的に他者の思いを受け入れることがで
きている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自らを成長させる人間としての在り方生き方とはどの
ようなものか主体的に研究できている。
・哲学者の思想や生き方から自分自身の生き方を検証
し、参考にするべき点はないか主体的に研究できてい
る。
・自主的に公共的な空間を作り出していこうとする自立
した主体であるという自覚した行動をとれている。

○ ○ ○ 6

第1章
公共的な空間における人間としてのあり
方生き方

【知識及び技能】
・近世,近代,現代の世界の思想家の思想
内容を理解する。
・地球環境問題,資源・エネルギー問題,
生命科学や情報技術の進展などの事象に
ついて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・哲学者の思想や生き方から自分自身の
生き方を検証し、公共的な空間を作る主
体としての自己の生き方について考察す
る。
・公共的な空間における人間としての在
り方生き方を考察するための選択・判断
の手掛かりを理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・選択,判断の手掛かりとなる考え方を理
解し身に付ける。
・選択,判断の手掛かりとなる考え方を
使って、現代の諸課題を主体的に追及す
る。

1

第2章
公共的な空間における基本原理

【知識及び技能】
・人間の尊厳と平等,個人の尊重,民主主
義,法の支配,自由・権利と責任・義務な
ど、公共的な空間における基本的原理に
ついて理解する。
・日本国憲法の基本原理や保証されてい
る権利を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理を考
察し、個人と社会の関わりを多面的・多
角的に考察する。
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目
し、公共的な空間における基本的原理と
の関係を考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治が自らの生活と関わっている
と理解し、民主社会に主体的に生きる人
間のあり方生き方について考察を深め
る。
・日本国憲法で保障されている権利を理
解し、自らの生き方と権利を結び付け
る。

・指導事項
第1節；民主社会の基本原理
第2節：日本社会の基本原理

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等,個人の尊重,民主主義,法の支配,自
由・権利と責任・義務など、公共的な空間における基本
的原理について理解できている。
・日本国憲法の基本原理や保証されている権利を理解で
きている。

【思考、判断、表現】
・公共的な空間における基本的原理を考察し、個人と社
会の関わりを多面的・多角的に考察できている。
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目し、公共的な空
間における基本的原理との関係を考察できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活と関わっていると理解し、民主
社会に主体的に生きる人間のあり方生き方について考察
を深める姿勢がみられる。
・日本国憲法で保障されている権利を理解し、自らの生
き方と権利を結び付けようとしている。

○ ○ ○ 10

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断する
ための手掛かりとなる概念や理論について、
理解する。
・諸資料から、倫理的主体などとして活動する
ために必要となる情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けるようにする。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、手掛かりと
なる考え方や公共的な空間における基本的原理を
活用して、事実を基に多面的・多角的に考察する。
・公正に判断する力や合意形成や社会参画を視野に
入れながら構想した内容を議論する力を養う。

・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題
を主体的に解決しようとする態度を養う。
・現代社会に生きる人間としての在り方や
公共的な空間に生き国民主権を担う公民として
自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、
各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合
う大切さについての自覚を深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　公共　これからの社会について考える（数研出版）

公民

公民 公共
公民 公共 2

【 知　識　及　び　技　能 】倫理・政治・経済などに関わる現代の諸課題を理解し、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめている。

現代の諸課題について、多面的に考察し、合意形成や社会参画を視野に入れながら議論している。



・指導事項
第1節；経済のしくみと産業の変化

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・現代の企業の果たしている役割を理解できている。
・中小企業や農業の果たしている役割と現状を理解でき
ている
・産業構造の変化と職業選択との関係や雇用・労働問題
について理解できている。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代の企業倫理について考察できている。
・経済のサービス化が進展し、国民生活にどのような変
化をもたらしたか考察できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・AIやITなどの先端技術が発展する中での、自分の進路
や職業選択について考察できている。
・経済社会に主体的に生きる一員として、今後の日本経
済の見通しをたてられている。

〇 〇 〇

定期考査(第4回考査)

〇 〇 1

・指導事項
第1節；政治参加と民主政治の課題
第2節：国際政治の動向
第3節；国際政治の課題と日本の役割

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・地方自治や選挙の仕組み、政党の役割を考察すること
によって具体的に民主政治を支える制度を理解できてい
る。
・国際法の意義や国際紛争を解決する機関の役割を理解
できている。
・国際連盟・国際連合の組織と役割を理解できている。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れを理解でき
ている。
・国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役割を理解で
きている。
・核軍拡から核軍縮の流れを理解できている。
・現代の世界の紛争や人権問題について理解できてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・選挙制度の違いによって政党制にも大きな違いが出る
と考察できている。
・自分が理想とする選挙制度を選択できている。
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察できている。
・国連の現状と課題について、考察できている。
・留学生や国際NGOと接し、国際化を身近に体験し、国際
社会の諸問題を理解できている。
・国際問題について自分なりの意見を持ち、他者に説明
できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・模擬投票などを通して、選挙に積極的に参加するなど
主権者として自覚を持つ姿勢がみられる。
・日々報道されている世界の国際紛争に関心を持ててい
る。
・それぞれの紛争の解決への筋道は何か提示できてい
る。
・民族紛争や難民問題など国際政治問題について日常か
ら関心を持てている。
・留学生や国際NGOと接し、国際化を身近に体感し、国際
社会の諸問題について主体的に研究できている。

〇 〇 〇 12２
学
期

第3章
ルールをつくり守る私たち

【知識及び技能】
・法や規範の意義や役割を理解する。
・公正な裁判には司法権の独立が必要で
あり、国民の参加が大切であると理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・日常の買い物や銀行のクレジットカー
ドなど、身近な契約の例を挙げられる。
・裁判員制度がどのような目的で創設さ
れたのか考察する。
・裁判によって国民のどのような権利が
守られているのか考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・身近な紛争状況を設定し、それを理解
するためのルール作りを体験的に行え
る。
・模擬裁判などを通して、司法に関心を
持ち、裁判員制度の意義をふまえ積極的
に参画する自覚を持つ。

・指導事項
第1節；法と契約
第2節：司法参加の意義

・教材
　教科書
　確認問題
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・法や規範の意義や役割を理解できている。
・公正な裁判には司法権の独立が必要であり、国民の参
加が大切であることが理解できている。

【思考・判断・表現】
・日常の買い物や銀行のクレジットカードなど、身近な
契約の例を挙げられている。
・裁判員制度がどのような目的で創設されたのか考察出
来ている。。
・裁判によって国民のどのような権利が守られているの
か考察できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な紛争状況を設定し、それを理解するためのルー
ル作りを体験的に行えている。
・模擬裁判などを通して、司法に関心を持ち、裁判員制
度の意義をふまえ積極的に参画する自覚を持つことがで
きている。

〇 〇 〇 8

第4章
政治に参加する私たち

【知識及び技能】
・地方自治や選挙の仕組み、政党の役割
を考察することによって具体的に民主政
治を支える制度を理解する。
・国際法の意義や国際紛争を解決する機
関の役割を理解する。
・国際連盟,国際連合の組織と役割を理解
する。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の
流れを理解する。
・国際社会の中で平和主義を掲げる日本
の役割を理解する。
・核軍拡から核軍縮の流れを理解する。
・現代の世界の紛争や人権問題について
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・選挙制度の違いによって政党制にも大
きな違いが出ると考察する。
・自分が理想とする選挙制度を選択して
いる。
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察
する。
・国連の現状と課題について、考察す
る。
・留学生や国際NGOと接し、国際化を身近
に体験し、国際社会の諸問題を理解す
る。
・国際問題について自分なりの意見を持
ち、他者に説明する。

【学びに向かう力、人間性等】
・模擬投票などを通して、選挙に積極的
に参加するなど主権者として自覚を持
つ。
・日々報道されている世界の国際紛争に
関心を持つ。
・それぞれの紛争の解決への筋道は何か
提示する。
・民族紛争や難民問題など国際政治問題
について日常から関心を持つ。
・留学生や国際NGOと接し、国際化を身近
に体感し、国際社会の諸問題について主
体的に研究する。

8

第5章
経済活動を行う私たち
【知識及び技能】
・現代の企業の果たしている役割を理解
する。
・中小企業や農業の果たしている役割と
現状を理解する。
・産業構造の変化と職業選択との関係や
雇用・労働問題について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代の企業倫理について考察する。
・経済のサービス化が進展し、国民生活
にどのような変化をもたらしたか考察す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・AIやITなどの先端技術が発展する中で
の、自分の進路や職業選択について考察
する。
・経済社会に主体的に生きる一員とし
て、今後の日本経済の見通しをたてる。
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合計

74

課題探求編
持続可能な社会づくりの主体となる私た
ち
【知識及び技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘
している。
・現代社会の諸問題について、探求する
ための資料を収集・選択し、的確に分析
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会の諸問題の解決のため、事実
を基に協働して考え、意見を出し合う。
・現代社会の諸問題を多角的・多面的に
考察し、その内容をレポートや口頭発表
などによって的確に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・さまざまな課題の中で、自己とのかか
わりに注目して主体的に課題を選択し、
探求している。
・現代社会の特質から生じる価値の対立
について、討論やディベートなど、さま
ざまな方法を活用して主体的に探究す
る。

・指導事項
課題探求の観点
課題探求の手続き

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘できる。
・現代社会の諸問題について、探求するための資料を収
集・選択し、的確に分析できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会の諸問題の解決のため、事実を基に協働して
考え、意見を出し合うことができる。
・現代社会の諸問題を多角的・多面的に考察し、その内
容をレポートや口頭発表などによって的確に表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・さまざまな課題の中で、自己とのかかわりに注目して
主体的に課題を選択し、探求できている。
・現代社会の特質から生じる価値の対立について、討論
やディベートなど、さまざまな方法を活用して主体的に
探究できている。

〇 〇 〇

〇 〇 1

３
学
期

第5章
経済活動を行う私たち
【知識及び技能】
・市場メカニズムを理解する。
・各種経済指標を理解し、その指標の動
向を読み解ける。
・金融の仕組みを理解し、経済状況に応
じて、適切な手段を提示する。
・政府が経済に果たしている役割を理解
する。
・社会保障について理解する。
・貿易や外国為替相場について理解す
る。
・発展途上国の現状を知り、貧困や飢餓
などの原因や課題を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・需給曲線を使って、どのような場面に
価格が変動するか考察する。
・GDPが大きいと豊かさにつながるのか、
自分なりに判断する。
・自身の老後生活を予想し、租税と社会
保障のバランスを考察する。
・経済のグローバル化と相互依存の関係
により、日本経済にどのような影響を及
ぼすか考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・商品の価格は、需給関係によって変動
すると理解し、合理的な消費行動を取
る。
・日本経済についての課題を発見し、解
決する見通しをもつ。
・格差のある国際社会で、その克服のた
めに自らがどのようなことができるか考
え、実行しようという意欲を持てる。

・指導事項
第2節；市場経済のしくみと金融
第3節；財政と社会保障
第4章；国際経済の動向と課題

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・市場メカニズムを理解できる。
・各種経済指標を理解し、その指標の動向を読み解くこ
とができる。
・金融の仕組みを理解し、経済状況に応じて、適切な手
段を提示できる。
・政府が経済に果たしている役割を理解できる。
・社会保障について理解できる。
・貿易や外国為替相場について理解できる。
・発展途上国の現状を知り、貧困や飢餓などの原因や課
題を理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・需給曲線を使って、どのような場面に価格が変動する
か考察できる。
・GDPが大きいと豊かさにつながるのか、自分なりに判断
できる。
・自身の老後生活を予想し、租税と社会保障のバランス
を考察できる。
・経済のグローバル化と相互依存の関係により、日本経
済にどのような影響を及ぼすか考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・商品の価格は、需給関係によって変動すると理解し、
合理的な消費行動を取る姿勢がみられる。
・日本経済についての課題を発見し、解決する見通しを
持とうとしている。
・格差のある国際社会で、その克服のために自らがどの
ようなことができるか考え、実行しようという意欲を持
持つことができる。

〇 〇 〇 10

定期考査(第5回考査)



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ 7

B　器械運動
【知識及び技能】
・技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方
法、発表の仕方などを理解するとともに、自己に
適した技で演技する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・器械運動に主体的に取り組むとともに、よい演
技を讃えようとすること、互いに助け合い高め合
おうとすること、一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなどや、健康・安
全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
柔道

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技の名称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、発表の仕方などを理解するととも
に、自己に適した技で演技することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・器械運動に主体的に取り組むとともに、よい
演技を讃えようとすること、互いに助け合い高
め合おうとすること、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保しようとすることができる。

○ ○ ○ 7

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術
などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、作
戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展
開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自
己やチームの考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、合意形成に貢献
しようとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助け合
い高め合おうとすることなどや、健康・安全を確
保しようとする態度を養う。

・指導事項
男子：バドミントン
女子：バドミントン

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○

・指導事項
男子：ハードル走、ジャ
ベリックスロー
女子：ハードル走、ジャ
ベリックスロー

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
各種目特有の技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や朝鮮を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保することができ
る。

○ ○ ○ 7

配当
時数

１
学
期

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生
活への取り入れ方などを理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画
を立て、実生活に役立てる力を養う。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、互
いに助け合い高め合おうとすること、一人一人の
違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどや、健
康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
体ほぐしの運動
補強運動
新体力テスト

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実
生活への取り入れ方などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計
画を立て、実生活に役立てることができる。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、
互いに助け合い高め合おうとすること、一人一
人の違いに応じた動きなどを大切にしようとす
ること、合意形成に貢献しようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○ 6

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応
じた課題や朝鮮を大切にしようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとする態度を養う。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取
り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参
画する、一人一人の違いを大切にしようとするなど
の意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

天野・中田

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 運動や健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育



○ 10

○ 10

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術
などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、作
戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展
開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自
己やチームの考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、合意形成に貢献
しようとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助け合
い高め合おうとすることなどや、健康・安全を確
保しようとする態度を養う。

・指導事項
男子：バスケットボー
ル、ソフトボール
女子：バスケットボー
ル、卓球

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 20

2
学
期

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解するとともに、自己に適
した泳法の効率を高めて泳ぐ力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよう
とすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、水
泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することができる。

○ ○

F　武道
【知識及び技能】
・勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決したり
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、伝統的
な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の
高め方、課題解決の方法、試合の仕方などを理解
するとともに、得意技などを用いた攻防を展開す
る力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重
し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にしよ
うとすること、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
柔道

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、伝
統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、
体力の高め方、課題解決の方法、試合の仕方な
どを理解するとともに、得意技などを用いた攻
防を展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊
重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保することができ
る。

○ ○

○ 4

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて思考し判断すると
ともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
スポーツの発祥と発展

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 2

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解するとともに、自己に適
した泳法の効率を高めて泳ぐ力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよう
とすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、水
泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することができる。

○ ○



C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応
じた課題や朝鮮を大切にしようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
長距離走

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
各種目特有の技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や朝鮮を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保することができ
る。

○ ○

○ ○

合計

105

○ 2

3
学
期

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決した
りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術
などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、作
戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展
開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自
己やチームの考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、合意形成に貢献
しようとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助け合
い高め合おうとすることなどや、健康・安全を確
保しようとする態度を養う。

・指導事項
バドミントン

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 12

2
学
期

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて思考し判断すると
ともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
運動・スポーツの学び方

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○

10

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて思考し判断すると
ともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
豊かなスポーツライフの
設計

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ 2

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応
じた課題や朝鮮を大切にしようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
長距離走

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
各種目特有の技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や朝鮮を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保することができ
る。

○ ○ ○ 6

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○

1
定期考査

○ ○

○ ○ 12

1

○ ○ 13
２
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、現代社会と健康について理
解を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見
し、健康や安全に関する概念に着目して
解決の方法を思考し判断するとともに、
それらを表現する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

・指導事項
現代における感染症の問題
感染症の予防
性感染症・エイズとその予防
がんの予防と回復
喫煙と健康
飲酒と健康
薬物乱用と健康
精神疾患の特徴
精神疾患への対応

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、現代社会と健康について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見
し、健康や安全に関する概念に着目して
解決の方法を思考し判断するとともに、
それらを表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営むことができ
る。

○

定期考査
○

１
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、現代社会と健康について理
解を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見
し、健康や安全に関する概念に着目して
解決の方法を思考し判断するとともに、
それらを表現する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

・指導事項
日本における健康課題の変遷
健康の考え方と成り立ち
ヘルスプロモーションと健康に関わる環
境づくり
健康に関する意思決定・行動選択
生活習慣病の予防と回復
身体活動・運動と健康
食事と健康
休養・睡眠と健康

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、現代社会と健康について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見
し、健康や安全に関する概念に着目して
解決の方法を思考し判断するとともに、
それらを表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営むことができ
る。

○

個人及び社会生活における健康・安全について理解
を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える
環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】 運動や健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

保健体育 保健
保健体育 保健 1

中田

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。



1

合計

35

定期考査
○ ○

３
学
期

二単元　安全な社会生活
【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、安全な社会生活について理
解を深めさせるとともに、応急手当を適
切にする力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・安全な社会生活について、安全に関す
る原則や概念に着目して危険の予測やそ
の回避の方法を考え、それらを表現する
力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

・指導事項
事故の現状と発生要因
交通事故防止の取り組み
安全な社会の形成
応急手当の意義と救急医療体制
心肺蘇生法
日常的な応急手当

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他や社会
の課題を発見し、その解決を目指した活
動を通して、安全な社会生活について理
解するとともに、応急手当を適切にする
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・安全な社会生活について、安全に関す
る原則や概念に着目して危険の予測やそ
の回避の方法を考え、それらを表現する
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明る
く豊かで活力ある生活を営むことができ
る。

○ ○ ○ 7



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇 〇 1
定期考査

１
学
期

『都立大島海洋国際高校の校歌を知
ろう』
【知識及び技能】
・歌詞の内容を理解するとともに、
都立大島海洋国際高校の校歌を歌え
るようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に用
いて歌唱できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・歌唱する際に、既に学習した曲に
ふさわしい発声、言葉の発音、身体
の使い方に関連付けて、多面的に捉
えたり目的に応じて適切に対応した
りする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表現
を伊豆大島の伝統と特徴に紐づけて
考察することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察する
よさを認識し、それらを活用しよう
としたり、粘り強く考え音楽的論拠
に基づき判断しようとしたりする態
度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

・教科書
・校歌譜面

○

〇

【知識・技能】
・音の連なりや重なりによる響き、音階や音型
などの特徴について、表したいイメージと関わ
らせて理解している。
・反復、変化、対照などの手法を活用して音楽
をつくる技能を身に付け、創作で表している。

【思考・判断・表現】
・リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、
構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、どのように音楽をつくるかについて表
現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・形式や構成を工夫しながら創作することに関
心をもち、主体的・協働的に創作の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 1

『楽典～音楽の構成要素～』
【知識及び技能】
・楽典に関する基本的な概念を理解
できるようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に用
いて創作で表すことができるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・構成要素との関わり合いの考えを
用いて音楽をどう作るかについて考
察し、多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に対応したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・構成要素との関わり合いの考えを
用いて考察するよさを認識し、それ
らを活用しようとしたり、粘り強く
考え音楽的論拠に基づき判断しよう
とする創造性の基礎を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

・教科書

〇 〇 〇

実技テスト ・一人ずつ、歌唱の技量と歌詞の
把握度合いを確かめる。待機中は
楽典の確認プリントを行う。 ○

○

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わり、言葉の特性と曲種に応じた
発声との関わり、伊豆大島の伝統と特徴につ
いて理解している。
・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、歌唱で表して
いる。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに、曲や演奏
に対する評価とその根拠、音楽表現について
考えて聴き、どのように歌唱するかについて
表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・音楽から多様性を捉えること、音楽表現を
考えることに関心をもち、主体的・協働的に
歌唱や鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

○

・芸術を作り上げる要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受し
たこととの関わりについて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、芸術を評価しながらよさ
や美しさを味わっている。

・芸術と豊かに関わり主体的、協働的に表現し学習活動に取り組もうとしている。

（A組α：白鳥） （A組β：白鳥） （B組α：白鳥） （B組β：白鳥） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・曲想や音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり及び音楽の多様性などについて理解
を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作な
どで表している。

・音楽を形作っている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように表すかについて表現意図をもっ
たり、音楽を評価しながらよさや美しさを味
わって聴いたりしている。

・音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的、
協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

教育出版　Tutti＋

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
・芸術的構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び芸術の多様性などについて理解を深めている。
・創意工夫などを生かした表現をするために必要な技能を身に付け、表現している。



○

○ 10

定期考査
○ ○ 1

『音楽史～クラシックとポップス
～』
【知識及び技能】
・音楽が作られた時代や作曲者の違
いに関する基本的な概念を理解でき
るようにする。
・音楽が作られた歴史的背景を音楽
構造と照らし合わせ、音楽の進化と
その種類についてを考え、自らの意
見を持つことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・構成要素との関わり合いの考えを
用いて音楽をどう作るかについて考
察し、多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に対応したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・構成要素との関わり合いの考えを
用いて考察するよさを認識し、それ
らを活用しようとしたり、粘り強く
考え音楽的論拠に基づき判断しよう
とする創造性の基礎を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

・教科書

○

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
り、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の
芸術との関わりについて理解している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考えるとともに、曲
や演奏に対する評価とその根拠や音楽表現の
共通性や固有性について考え、音楽のよさや
美しさを自ら味わって聴いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・時代や作曲者の違いによる音楽の特徴を感
じ取りながら曲や演奏について根拠をもって
批評することに関心をもち、主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

○ ○

○ 10

実技テスト ・一人ずつ、器楽の技量と音楽の
構成要素の把握度合いを確かめ
る。待機中は楽典の確認プリント
を行う。

・教科書
・プリント

○ ○ ○

【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わり、音楽
の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との
関わり、我が国や郷土の伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解している。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの
技能を身に付け、器楽で表している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに、曲や演奏
に対する評価とその根拠、音楽表現の共通性
や固有性について考えて聴き、どのように演
奏するかについて表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の楽器の奏法を学び、音色や奏法の特
徴を感じ取ること、諸民族の楽器と日本の楽
器との比較を通して音楽表現や音楽文化の固
有性、共通性を考えることに関心をもち、主
体的・協働的に器楽や鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

○ ○

２
学
期

『ギターを弾こう』
【知識及び技能】
・タブラチュア譜を理解するととも
に、与えられた課題を適切に弾ける
ようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に用
いて演奏できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、既に学習した曲に
正しい弾き方を関連付けて、多面的
に捉えたり目的に応じて適切に対応
したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表現
を楽器の持つ独特な特徴とその音色
について考察することができるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察する
よさを認識し、それらを活用しよう
としたり、粘り強く考え音楽的論拠
に基づき判断しようとしたりする態
度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

・教科書
・課題(譜面)

○ ○ 10

『日本伝統音楽、日本伝統楽器に触
れよう』
【知識及び技能】
・日本の伝統音楽、楽器を理解する
とともに、適切に演奏できるように
する。
・日本伝統音楽が作られた歴史的背
景を音楽構造と照らし合わせ、音楽
の進化とその種類についてを考え、
自らの意見を持つことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、既に学習した曲に
正しい使い方を関連付けて、多面的
に捉えたり目的に応じて適切に対応
したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表現
を楽器の持つ独特な特徴とその音色
について考察することができるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察する
よさを認識し、それらを活用しよう
としたり、粘り強く考え音楽的論拠
に基づき判断しようとしたりする態
度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
りについて理解している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、どのように演奏する
かについて表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ギターの奏法を身に付けることや音楽表現
を創意工夫しながらアンサンブル活動をする
とともに関心をもち、主体的・協働的に器楽
の学習活動に取り組もうとしている。



３
学
期

『アンサンブル～みんなとTutti
～』
【知識及び技能】
・様々な音や音楽、音楽文化に触
れ、そのよさや美しさを味わいなが
ら演奏できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、今までに学習した
「知識」に関連付けて、多面的に捉
えたり目的に応じて適切に対応した
りする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表現
をその特徴に紐づけて考察すること
ができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察する
よさを認識し、それらを活用しよう
としたり、粘り強く考え音楽的論拠
に基づき判断しようとしたりする態
度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりする態度を
養う。

・教科書
・個別課題(譜面)

○ ○

合
計

70

17○ ○

【知識・技能】
・音楽Ⅰの1年間の学習における表現や鑑賞の
「知識」に関する諸事項について理解してい
る。
・音楽Ⅰの1年間の学習における技能に関する
諸事項を身に付け、歌唱や器楽、創作で表し
ている。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え、歌唱や器楽、
創作表現としてどのように表すかについて表
現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・1年間の学習のまとめとしてコンサートを企
画実施することに関心をもち、主体的・協働
的に歌唱、器楽、鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校令和５年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 2 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組 ～ B組

教科担当者： （A組β：浅沼翔太）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

1

３章　コンピュータを活用する
【知識及び技能】
　アルゴリズムを表現する手段，プログラミングに
よってコンピュータや情報通信ネットワークを活用
する方法について理解し技能を身に付けるととも
に，社会や自然などにおける事象をモデル化する方
法，シミュレーションを通してモデルを評価し改善
する方法について理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方法で表
現し，プログラミングによりコンピュータや情報通
信ネットワークを活用し，その過程を評価し改善す
るとともに，目的に応じたモデル化やシミュレー
ションを適切に行い，その結果を踏まえて問題の適
切な解決方法を考える．
【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミングやシミュレーションによって問題
を発見・解決する活動を通して，問題解決にコン
ピュータを積極的に活用しようとする態度，結果を
振り返って改善しようとする態度，生活の中で使わ
れているプログラムを見いだして改善することなど
を通じて情報社会に主体的に参画しようとする．

21 コンピュータとは何か
22 ソフトウェアの仕組み
23 演算の仕組みとコンピュータの
限界
24 アルゴリズムの表現
25 プログラムの基本構造１
26 プログラムの基本構造２
27 発展的なプログラム１
28 発展的なプログラム２
29 モデル化とシミュレーション
30 シミュレーションの活用
(章末資料)
①ＣＰＵとメモリ
②ＣＰＵの処理能力
③２進法の足し算回路
④チューリングテスト
⑤完全自動運転を目指して

【知識・技能】
・コンピュータの仕組みについて科学的に深く理
解している．
・さまざまなアルゴリズムを表現する方法につい
て理解している．
・分岐構造や反復構造を理解し，プログラミング
の技能を身に付けている．
・モデル化とシミュレーションに関する技能を身
に付けている．
【思考・判断・表現】
・身の回りにあるコンピュータが入っている製品
について，その仕組みを含めて深く考えることが
できる．
・問題解決の手順を考えて，効率のよいアルゴリ
ズムで表現することができる．
・効率のよいプログラムについて考え，表現する
ことができる．
・モデルを使ったシミュレーションについて表現
することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータの仕組みに興味を持ち，身の回り
のコンピュータと関連付けようとしている．
・効率のよいアルゴリズムについて考えようとし
ている．
・実際の問題を解決するためにモデル化とシミュ
レーションをしようとしている．

○ ○ ○ 15

中間考査

期末考査 ○ ○

中間考査 ○ ○

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

１章　情報で問題を解決する
【知識及び技能】
　情報やメディアの特性を踏まえ，情報と情報技術
を活用して問題を発見・解決する方法を身に付ける
とともに，情報に関する法規や制度，情報セキュリ
ティの重要性，情報社会における個人の責任及び情
報モラルについて理解し，情報技術が人や社会に果
たす役割と及ぼす影響について理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用して問題を発見・解決する方法につい
て考えるとともに，情報に関する法規や制度及びマ
ナーの意義，情報社会において個人の果たす役割や
責任，情報モラルなどについて，それらの背景を科
学的に捉え，考察し，情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築について考察
する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善するとともに，望ましい情報社
会の構築に寄与しようとしている．

1 情報とメディアの特性
2 問題解決の流れ
3 発想法
4 情報モラル
5 個人情報の流出
6 傷つかない傷つけないために
7 著作権
8 情報技術の発展
9 情報化と私たちの生活の変化
10 よりよい情報社会へ
(章末資料)
①産業財産権
②著作権の例外規定
③クリエイティブ・コモンズ
④インターネットと選挙
⑤ＩｏＴでつながる世界
⑥ディープラーニング(深層学習)

【知識・技能】
・情報やメディアの特性を理解し，情報をデジタ
ル化して扱う利点と欠点について理解することが
できる．
・個人情報が特定される仕組みについて具体的に
理解することができる．
【思考・判断・表現】
・伝える情報に対して適切な表現メディアを判断
し，表現することができる．
・自分の個人情報をどこまでインターネット上に
公開できるか考え，グループやクラスで合意形成
できる案について考えることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な問題について，問題解決のプロセスを当
てはめて，情報技術をどのように活用したらよい
かについて考えようとしている．
・特定される仕組みなど，具体的に情報の科学的
な理解をすることで，個人情報を適切に扱おうと
している．

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

２章　情報を伝える
【知識及び技能】
　目的や状況に応じて受け手に分かりやすく情報を
伝える活動を通じ，情報の科学的な見方・考え方を
働かせて，メディアの特性やコミュニケーション手
段の特徴について科学的に理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　効果的なコミュニケーションを行うための情報デ
ザインの考え方や方法を身に付け，コンテンツを表
現し，評価し改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を活用して効果的なコミュニケー
ションを行おうとする態度，情報社会に主体的に参
画する態度を養う．

11 コミュニケーション手段の変化
12 ネットコミュニケーションの特
徴
13 デジタルの世界へ
14 数値と文字のデジタル表現
15 音と画像のデジタル表現
16 色と動画のデジタル表現
17 目的に応じたデジタル化
18 情報デザイン
19 ユニバーサルデザイン
20 情報デザインの流れ
(章末資料)
①アラブの春
②クラウドファンディング
③集団による情報の創造
④ＱＲコード
⑤データ量の計算
⑥文字コードは世界をつなぐ
⑦ペルソナ手法

【知識・技能】
・デジタルとアナログの違いについて科学的な根
拠に基づいて理解している．
・音と画像と動画のデジタル化の方法について科
学的に深く理解している．
・情報デザインの方法について理解している．
【思考・判断・表現】
・情報をデジタル化して扱っている具体的な場面
を例として取り上げて，その場面について考えて
いる．
・色や光の三原色を調整して，コンピュータで色
を表現し，その方法を科学的に考えることができ
る．
・情報を可視化して表現することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータで数値や文字をデジタル化する方
法について興味を持とうとしている．
・標本化の精度と量子化のレベルについて科学的
に深く興味を持とうとしている．
・学校のWebサイトの階層構造について調べようと
している．

○ ○ ○ 15

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　効果的なコミュニケーションの実現，コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得す
るとともに，情報社会と人との関わりについて理解
を深めるようにする．

　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題
の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用する力を養う．

　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社
会に主体的に参画する態度を養う．

「新編 情報Ⅰ」（東京書籍）

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
　情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人
との関わりについての理解を深めるようにする．
　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養
う。

　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ

（A組α：浅沼翔太） （B組α：浅沼翔太）（B組β：浅沼翔太）

情報Ⅰ



1

1

４章　データを活用する
【知識及び技能】
　データを表現，蓄積するための表し方と，データ
を収集，整理，分析する方法について理解し技能を
身に付ける．
【思考力、判断力、表現力等】
　データの収集，整理，分析及び結果の表現の方法
を適切に選択し，実行し，評価し改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　問題の発見・解決にデータを活用するために，適
切なデータの選択や，分析の仕方，解釈の仕方につ
いて，粘り強く取り組み，試行錯誤を通じて改善し
ようとしている．

31 ネットワークとインターネット
32 インターネットの仕組み
33 サーバとクライアント
34 インターネット上のサービス
35 情報セキュリティ
36 データの形式
37 データベースの活用
38 さまざまなデータモデル
39 データ分析の流れ
40 目的に合わせたデータの利用
(章末資料)
①ＩＰアドレスの種類
②ルートＤＮＳサーバ
③生体認証
④情報セキュリティポリシー
⑤フェイルセーフとフールプルーフ
⑥予約システム

【知識・技能】
・データベースがどのように活用されているかに
ついて理解している．
・データを収集して可視化するさまざまな技能に
ついて身に付けている．
【思考・判断・表現】
・データの性質を適切に判断してアンケートに表
現し，結果に基づいた分析をしている．
・関係データモデルの利点について，仕組みを基
にして深く考えることができる．
・集めたデータに欠損値や外れ値が含まれていた
らどのような結果になるか，どのように対応した
らよいかについて考えることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近にあるデータに興味を持ち，社会で活用し
ていこうとしている．
・蓄積したデータを活用し，データの集計，必要
な情報の検索，書き換えを効率よくしようとして
いる．

○ ○ ○

期末考査 ○ ○

３
学
期

５章　活動して提案する
【知識及び技能】
　効果的なコミュニケーションの実現，コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得す
るとともに，情報社会と人との関わりについて理解
を深めるようにする．
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報
社会に主体的に参画する態度を養う．

41 アイディアの大量生産
42 検索のコツ
43 職業人インタビュー
44 作ろう！マイルール
45 言葉で図形を伝達
46 光の三原色体験
47 データ量の見積もり
48 ピクトグラム
49 図解表現
50 Webニュースページ
51 映像制作
52 気まぐれＡＩ
53 お知らせセンサ
54 プログラムで動きを再現
55 シミュレーション
56 Myお天気キャスター
57 パケット通信の体験
58 データの分析
59 コンビニデータベース
60 クラスの実態調査
(章末資料)
①文字の読みやすさ
②色の識別性
③撮影するときの注意点
④キーワード検索のテクニック
⑤プレゼンテーション

【知識・技能】
・ブレーンストーミングによって意見を出す技術
があり，他の人もアイディアが出せるように促す
ことができる．
・画像と文字コードのデータ量について，仕組み
を含めて深く理解することができる．
・データベースで大量のデータを効率よく操作す
るために，プログラミングに関する技能を身に付
けている．
【思考・判断・表現】
・情報を構造化して関係性を考え，文章などに表
現することができる．
・さまざまな表現メディアのデータのサイズにつ
いて考え，その特性を考えることができる．
・分析の視点を伝えることによって，データの読
み取り方と考えるための適切なアドバイスをする
ことができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決のために，データを収集して分析し，
結果を表現しながらその過程を振り返り，次の問
題解決に生かそうとしている．
・作成した作品を他の生徒に見せ合い，相互評価
をしようとしている．
・シミュレーション結果を他者と見せ合い，合理
的な問題解決ができているか相互評価をし，その
改善方法について考えて修正し，さまざまな問題
解決に活用しようとしている．

○ ○

○ ○

70

○ 15

学年末考査

10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組  ～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

（ A組：竹内、浅沼、佐藤（義）、田中 ）（ B組：田鹿、須賀、浅沼 ）

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書（東京都教育委員会）

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
　探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や
価値を理解するようにする．

　実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表
現することができるようにする．

　探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現し
ようとする態度を養う．

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　予測できない社会の変化や新しい課題に対応
するため，主体的に自己や社会の課題を発見
し，解決に向けて必要な知識及び技能を身に付
ける．

　社会的現実に照らし，よりよい生き方を選択するこ
とができるよう，自己と社会との関わりから課題を見
いだし，情報を集め，整理・分析して，多面的・多角
的に考察する力や，考察したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う．

　演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むこ
とによって，人間としての在り方生き方に対する
自覚を深め，自己の生き方を充実させようとする
態度と，互いのよさを生かしながら、社会の一員
であることを自覚し，よりよい社会を実現しよう
とする態度を養う．

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史，文化，風
土，自然，経済，社会について学習し，地
域社会への理解を深めている．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化について考えるととも
に，大島の歴史，文化，風土、自然，経
済，社会について広く考えている．
【学びに向かう力、人間性等】
・大島の地域文化の多様性についての考察
をもとにしながら，自分がどのように考
え，どのように受け入れるべきかについて
議論している．

○「南部散策」
・南部散策事前学習(1)(2)(3)
・南部散策
　（「波浮の港を愛する会」と連携する）
・南部散策事後学習(1)(2)(3)
・南部散策 発表

○「進路オリエンテーション」
・進路オリエンテーション(1)(2)
・夏休みの宿題（オープンキャンパス）
・調べ学習

○「人間と社会」
・【はじめに】
・【序章】人間と社会～学習の視点～
・【第1章】人間関係を築く
・【第4章】役割と責任

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準に
ついては，別に定める．

○ ○ ○ 13

○ 13

〇 〇 9

２
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史，文化，風
土，自然，経済，社会について学習し，地
域社会への理解を深めるとともに，地域社
会に関する具体的な知識及び技能を身に付
けている．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化の多様性から学んだこと
をもとにしながら，地域社会の中に生きる
高校生として何ができるかについて考え，
表現することができる．
【学びに向かう力、人間性等】
・地域ボランティアを通して，大島の地域
文化や地域社会の環境問題に対して，興味
や関心を抱き，さまざまな課題に積極的に
関わろうとしている．

○「地域ボランティア」
・地域ボランティア事前学習(1)(2)
・地域ボランティア
・地域ボランティア事後学習(1)(2)(3)
・地域ボランティア 発表

○「百人一首大会」
・百人一首大会事前学習(1)(2)
・百人一首大会

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準に
ついては，別に定める．

○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
・生涯にわたって社会生活に必要な知識及
び技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
・人間としての在り方生き方について，多
面的，総合的に考えたり表現したりするこ
とができている．
【学びに向かう力、人間性等】
・他者と接する態度，進んで学習に参加し
ようとする態度を身に付けている．

○「人間と社会」
・【第14章】自然と人間の関わり
・【第16章】文化の多様性
・【第17章】グローバル化が進展する社会
・【第18章】国際平和を築く

○まとめ
・１年間の「総合的な探究の時間」（人間と社
会）の学習やさまざまな体験活動等についての振
り返り

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準に
ついては，別に定める．

〇

合計
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週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

○ ○

・指導事項
ア.日本の海、世界の海
イ.海と食生活・文化・社会
ウ.海と環境
エ.海と生物

・教材
教科書

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
海と人間生活の関わりについて基礎的な内容
を理解している。
【思考・判断・表現】
海と人間生活の関わりにおける課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
海と人間生活の関わりについて自ら学び、主
体的かつ創造的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 25

・指導事項
乗船実習

・教材
教科書、実習ファイル、実習船大
島丸

1学期のものと同じ

○ ○ 35

1

２
学
期

基礎実習
1学期のものと同じ

・指導事項
海洋実習（スキンダイビング）

・教材
教科書、実習ファイル、潜水機
材、実習船「大島丸」

・一人１台端末の活用　等

1学期のものと同じ

○ ○ 15

基礎実習
1学期のものと同じ

定期考査
○ ○

海のあらまし
【知識及び技術】
海と人間生活の関わりについて基礎
的な内容を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海と人間生活の関わりにおける課題
を発見し、合理的かつ創造的に解決
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海と人間生活の関わりについて自ら
学び、主体的かつ創造的に取り組む
こと。

○ ○ 1

 基礎実習
【知識及び技術】
水産業や海洋関連産業で必要な、基
礎的な技術を習得すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海上での安全確保のための課題を発
見し、合理的かつ創造的に解決する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
海上を中心とする集団行動を通して
自ら学び主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・指導事項
海洋実習（スキンダイビング）

・教材
教科書、実習ファイル、潜水機材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水産業や海洋関連産業で必要な、基礎的な技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
海上での安全確保のための課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
海上を中心とする集団行動を通して自ら学び
主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ 15

態
配当
時数

１
学
期

 基礎実習
【知識及び技術】
水産業や海洋関連産業で必要な、基
礎的な技術を習得すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海上での安全確保のための課題を発
見し、合理的かつ創造的に解決する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
海上を中心とする集団行動を通して
自ら学び主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・指導事項
基本教練

・教材
教科書、実習ファイル

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水産業や海洋関連産業で必要な、基礎的な技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
海上での安全確保のための課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
海上を中心とする集団行動を通して自ら学び
主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

・指導事項
海洋実習（カッター）
結索

・教材
教科書、実習ファイル、端艇

・一人１台端末の活用　等

○ ○ 8

定期考査

水産業や海洋関連産業の国民生活における社会
的意義や役割などについて体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身に付けるよ
うにする。

水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課
題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者
として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指
して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体的
かつ合理的に取り組む態度を養う。

倉澤、清水、片桐、小原、遠藤、鈴木、浜野、佐々木、伊藤、西山、坂場、佐藤、宮之原、白鳥、松柴

水産海洋基礎（海文堂）

【 知　識　及　び　技　術 】水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

水産 水産海洋基礎
水産 水産海洋基礎 4

職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

水産海洋基礎

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

水産
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定期考査
○ ○

・指導事項
水産・海洋生物の採集
水産・海洋生物の飼育
食品加工

・教材
教科書、実習ファイル、魚体、飼
育道具

1学期のものと同じ

○ ○ 11

３
学
期

水産業と海洋関連産業のあらまし
【知識及び技術】
我が国や地域の水産業と海洋関連産
業の概要、意義及び役割を、必要な
知識や技術などの学習内容と関連付
けて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国や地域の水産業及び海洋関連
産業における課題を発見し、合理的
かつ創造的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海、水産物及び船を活用した持続可
能で発展的な水産業や海洋関連産業
を実現するために、探求学習などを
通し自ら学び、様々な課題解決に主
体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
ア.船と暮らし
イ.とる漁業・つくり育てる漁業と
資源管理
ウ.水産物の加工と流通
エ.我が国の水産業と海洋関連産業

・教材
教科書

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
我が国や地域の水産業と海洋関連産業の概
要、意義及び役割を、必要な知識や技術など
の学習内容と関連付けて理解すること。
【思考・判断・表現】
我が国や地域の水産業及び海洋関連産業にお
ける課題を発見し、合理的かつ創造的に解決
すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
海、水産物及び船を活用した持続可能で発展
的な水産業や海洋関連産業を実現するため
に、探求学習などを通し自ら学び、様々な課
題解決に主体的かつ協働的に取り組むこと。

○ ○ ○ 15

基礎実習
1学期のものと同じ

1
合計


